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 序論：日本が直面する構造的危機と既存政策の限界 

 
1. 悪循環する「シュリンク傾向」の現実 

• 地方の過疎化に伴い、自治体機能や学校の統廃合、赤字路線の廃止・間引き運

転が進展。  

• このインフラ縮小がさらなる過疎化を呼び込む悪循環を生んでいる。  

• 個人負担の増加（増税）と農業・水産業従事者の深刻な減少が同時進行してい

る。  

•  

2. 予算チェックの不全とエンゲル係数の高騰 

• 日本のエンゲル係数は近年急速に上昇しており、2040年にかけてさらに上昇す

る予測が示されている。  

• 厳密な予算検証がないまま非効率な実証実験や成果の乏しい事業が継続され、

国民生活を圧迫している。  

•  

3. 企業衰退と個別最適化の限界 

• 企業の技術力低下と人材流出により、かつて通信技術で世界一を誇った国内産

業も外国技術への依存を余儀なくされている。  

• カーボンニュートラルや防災システムを自治体・企業が個別に推進しても、経

済効率や展開速度の面で限界があり、南海トラフ巨大地震等の被害激減には至

らない。  

•  

 日本の進むべき道：国家再生に向けた基本方針 

 
1. 3 つの基本方針 

• 防災と憩いの融合：大地震・大津波に耐えうる堅牢性と、老若男女が集う日常

空間を両立する。  

• スロー社会の構築：過疎を生み出さず、地方都市ほど住みやすくなる持続可能

な地域社会を形成する。  

• 産業力・国力の強化：脱炭素と新産業創出を同時に達成し、税収増と消費減税

の財源を確保する。  

•  

2. 推進する 5 大新産業プロジェクト 

1. 超大型コミュニケーションセンター：防災拠点と生活機能を一本化したメガ構

造体。  

2. スロー社会と次世代交通モビリティ：モード切替車によるシームレスな移動。  

3. 海産物農業：AIと水中ドローンを活用した高効率な養殖・水産システム。  

4. 全天候型 風光船：風力と太陽光を高度に融合させた高効率再エネ船。  

 提言書：エンゲル係数上昇を打開する『日本再生・新産業創出構想』 
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5. 深海資源開発ビジネス：低コストな自然力採掘方式によるレアアース・金等の

確保。 

   

 課題分析：エンゲル係数推移と AI 将来推計 
 日本のエンゲル係数の推移と 2040年までの AI将来推計グラフ  

 
1. 食料費負担の増加傾向 

• 2000年代の低水準（約 23%前後）から一転し、近年の物価高騰と所得伸び悩み

により 27%を超えて上昇傾向にある。  

•  

2. 2040 年に向けたシナリオ 

• 政策転換を行わない場合、AI推計値では 2040 年までにエンゲル係数が 30%近

く（あるいはそれ以上）に達し、家庭生活を著しく圧迫する。  

•  

3. 打開策としての新産業創出 

• 食料自給率の向上とエネルギーコストの低減、自立的経済圏の創出により、国

民の生活防衛と購買力回復を図る。  

 

＜関連詳細資料＞ 
https://www.garden-field.com/_files/ugd/954e39_a5e8fdc425ce4ca88177a7fc5c6e5837.pdf 

＜総合技術資料＞ 
https://www.garden-field.com/_files/ugd/954e39_d97ae908a3574c798172918116e40b45.pdf 

https://www.garden-field.com/_files/ugd/954e39_a5e8fdc425ce4ca88177a7fc5c6e5837.pdf
https://www.garden-field.com/_files/ugd/954e39_d97ae908a3574c798172918116e40b45.pdf
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 提案 1：超大型コミュニケーションセンター（基盤構造と機能） 
 木造人工島・超大型コミュニケーションセンター構造図  

 
 

 断面イメージ図（アクリル窓エリア、中央道路・スポーツエリア）  

 
 

1. 概要と耐震・防波性能 

• 千年維持を目指す耐候性木造人工島を基盤とし、巨大防波堤（幅 30m×直径

1200m等）を設置。  

• 60m級の大津波や大地震が発生しても構造と人命を守り切る防災拠点。   

＜関連資料＞ 
https://www.garden-field.com/_files/ugd/954e39_2924a948e79843ac94de4a69839fe1c6.pdf 

https://www.garden-field.com/_files/ugd/954e39_2924a948e79843ac94de4a69839fe1c6.pdf
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2. 集約される施設群 

• 行政オフィス、企業オフィス、病院、介護施設、学校、保育園、図書館、文化

会館、商店街、温泉・ホテル、各種スポーツ施設（120m×80m クラス）、アミ

ューズメント施設、神社など。  

3. 土地確保と設置の容易性 

• 用地買収や広い土地確保のハードルがなく、広大なエリアに必要な都市機能を

一挙に整備できる。  

＜詳細資料＞ 
https://www.garden-field.com/_files/ugd/954e39_2924a948e79843ac94de4a69839fe1c6.pdf 

 

 提案 2：スロー社会構築と次世代モビリティ・インフラ 
 モード切替車（City car）、City Hub、City Sola（高効率ソーラー）の連携 

 
 

1. モード切替車（City car）によるバリアフリー移動 

• 運転モード（通常走行）と低速自動運転モードを切り替え可能。  

• 朝夕の送迎や通勤、日中の高齢者・障害者・子供の病院・買い物移動まで 24

時間全天候で対応。  

• 電動スロープや AI電動車いすと連携し、車いすのままドア・ツー・ドアでど

こへでも移動可能。  

2. 地域インフラ（City Hub / City Sola）との統合 

https://www.garden-field.com/_files/ugd/954e39_2924a948e79843ac94de4a69839fe1c6.pdf
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• 高効率ソーラーパネル（City Sola）と自動給排水・充電スタンド（City Hub）

を組み合わせ、電力と水を自給自足。  

• 車両同士が通信し合い、予約時間指定やプラグ位置調整を自動化。  

＜詳細資料＞ 
https://www.garden-field.com/_files/ugd/954e39_52642a73aedf4d3bab5baf697e74ae6f.pdf 

 

 提案 3：海産物農業（持続可能な食料供給システム） 
海産物農業システム（水深別養殖、AI水中ドローン、ブルーカーボン）構成図  

 
 

1. 多層化された海中養殖システム 

• 浅層（水深 20m～30m）：食用海藻、食用魚介類、ブルーカーボン吸収源の複合

栽培・養殖。  

• 深層（水深 500m）：高級魚・高級エビの無人養殖。  

2. AI と水中ドローンによる自動化 

• スマホや AIの会話指示で育成条件を設定すると、最適な水深に自動調整。  

• AI水中ドローンが海中で観察・撮影し、魚を傷つけずに給餌 BOXから給餌。  

• 太陽光自動追尾・強風時自動収納機能を備えた AI無人船（AI Sea sola）が資

材や作物の運搬を担当。  

 

＜詳細資料＞ 
https://www.garden-field.com/_files/ugd/954e39_a8a9beccc4224243973acf97e4c59735.pdf 

 

https://www.garden-field.com/_files/ugd/954e39_52642a73aedf4d3bab5baf697e74ae6f.pdf
https://www.garden-field.com/_files/ugd/954e39_a8a9beccc4224243973acf97e4c59735.pdf
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 提案 4：全天候型 風光船（クリーンエネルギー＆海運革新） 
全天候型風光船（硬翼帆＋Sea sola＋太陽光追尾）の外観イメージ  

 
 

1. 風力航行と Sea sola：太陽光発電のハイブリッド 

• 回転軸と滑車を介してパネルを吊り上げ、AI 制御で太陽光を追尾する「Sea 

sola」を搭載。  

• 硬翼帆による風力推進と太陽光発電を組み合わせ、従来のメガソーラーに比べ

同一占有面積で数十倍の発電効率を実現。  

2. 圧倒的な全天候・防災性能 

• 台風等の強風・悪天候時には、帆や太陽光パネルを自動で安全に収納。  

3. 世界市場への展開 

• 新造船の販売にとどまらず、既存の世界中の船舶を風光船へ改造するビジネス

を展開し、日本の環境技術でグローバル市場を席巻。  

 

＜詳細資料＞ 

１．風光船特許草案 
https://www.garden-field.com/_files/ugd/954e39_270ee8f1e63748a4a3023d48b618a89f.pdf 

 

２．Sea sola（ツリー型太陽光発電システム）取得特許 

https://ipforce.jp/patent-jp-P_B1-7486247?apn=79255 

 

https://www.garden-field.com/_files/ugd/954e39_270ee8f1e63748a4a3023d48b618a89f.pdf
https://ipforce.jp/patent-jp-P_B1-7486247?apn=79255
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提案 5：深海ビジネス（金・レアアースの自然力採掘システム） 
従来エアリフト方式と新・自然力採掘システムのコスト・構造比較図  

 
 

1. 従来方式の課題克服 

• 長大なパイプとドリルを使う従来の「エアリフト方式」はコストが高く採算性

に課題があった。  

2. 高水圧仕様 AI 水中ドローンと自然力採掘 

• 高水圧仕様浮力体と「おもり着脱式円筒採掘箱」を活用し、自然の浮力・重力

を利用して深海底の泥・鉱物を引き上げる。  

• 従来の 1/100のコストでレアアース泥や金を効率採掘可能。  

3. 深海観光・資源立国への転換 

• 本システムを多角化し、深海探査や深海観光ビジネスへ応用することで、日本

の資源自給率と国力を大幅に高める。  

 

＜詳細資料＞ 

１．高水圧仕様 AI水中ドローン特許草案＋深海底の採掘システム概要 
https://www.garden-field.com/_files/ugd/954e39_e5a3d25d95c94bd18bc4382d2527b1cf.pdf 

 

２．深海ビジネス資料 
https://www.garden-field.com/_files/ugd/954e39_85873eec07a14154810b728f3423b587.pdf 

 

 日本の超高精度チタン加工技術が、深海 1.1万ｍの旅を実現する。 

https://www.garden-field.com/_files/ugd/954e39_e5a3d25d95c94bd18bc4382d2527b1cf.pdf
https://www.garden-field.com/_files/ugd/954e39_85873eec07a14154810b728f3423b587.pdf
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 実行計画：自治体間連携と国資金（MMT）の活用 

 
1. 自治体同士の広域連携と技術共有 

• 単一自治体で抱え込まず、近隣自治体と連携協定を締結し、技術やノウハウを

共有。  

• 工事や維持管理には地元の建設・製造業者を優先起用し、地域内経済循環を創

出。  

•  

2. グローバル技術の最適調達 

• AI・自動運転等の基幹ソフトウェアは、米国をはじめとする先進 IT 企業から

調達・標準化し、全国共通プラットフォームとして運用。  

3. 超長期財源構想（1000 年償還 MMT 債） 

• 米国のニューディール政策に倣い、国の MMT（現代貨幣理論）に基づく超長期

国債を発行。  

• 1000年かけて償還する国家インフラ投資として一挙に推進する。  

•  

 結論：全国自治体への提言と将来展望 

 
1. 縮小（シュリンク）から持続的成長への転換 

• 現状のインフラ削減・縮小路線を停止し、新産業創出と防災を兼ねた新社会基

盤の構築へシフトする。  

 

2. 実装に向けた自治体のステップ 

• Step 1：可能なプロジェクト（提案 1～3など）から優先的に導入を検討。  

• Step 2：近隣自治体との協議会設立および地域事業者の選定。  

• Step 3：国への財源支援要請とモデル地区としての実証開始。  

•  

3. 結語 

• 本構想の実現により、大災害から国民の命を守りつつ、食料費・エネルギー負

担を軽減し、エンゲル係数の上昇を抑え込むことが可能となります。  

• 自治体が主導となって新しい産業を起こし、日本全体の豊かな未来を切り開く

ことが求められています。  

 

 
 

深海に眠る金やレアアース等の豊富な海底鉱物資

源を低コストで採掘・活用することで、資源輸入依存

からの脱却と持続可能な経済成長を実現。かつての

「ジパング」を越える令和のゴールドラッシュを引き起

こし、日本の財政・経済基盤を強力に再生させます。  

 


